
令和元年度
小学校教育課程研究集会
外国語活動・外国語科

令和元年７月25日(木) 県立教育研究所

奈良県教育委員会事務局学校教育課 義務教育係

指導主事 松本 彩恵
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３、４年生 「外国語活動」

・週１コマ（年間35単位時間）

・「聞くこと」「話すこと」

中心に外国語に慣れ親しむ

・”Let’s Try!”やデジタル教材配布

５、６年生 「教科」
・年間70単位時間
・段階的に「読むこと・

書くこと」

・コミュニケーション能

力の基礎

2020

2021

2022

・授業は外国語で行うが基本
・目標と言語活動の高度化

「中学校」

・「聞く」「読む」「話す（やり
取り・発表）」「書く」を総合
的に学び、発信力を高める

「高等学校」
「大学入試」

・「聞く・読む・話す・書
く」４技能を評価
・外部検定試験を活用

文部科学省初等中等教育局情報教育・外国語教育課

「小学校」

文部科学省ＨＰに掲載
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平成25年度
学習指導要領実施状況調査

中学校2年生
2014年1月14日―3月7日実施

・中学校の学習指導要領の検証のため、指導要領の
改善事項を中心に、各教科の目標や内容に照らした
生徒の学習の実現状況について調査研究を行い、
次期指導要領改訂の検討のためのデータ等を得る。

文部科学省ＨＰに掲載
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中学生のコウジ(Koji)と日本に来たばかりのカナダ人の留学生マイク
(Mike)の会話です。それぞれ〈 〉内に示された場面での会話で、

イラストはその様子を表したものです。

B: に必要な英語を書き、会話が成り立つようにしなさい。

その際（）内の語を適切な形で用いること。

Koji: You speak Japanese very well. it in Canada?

(study)

Mike: Yes.  I studied it everyday.

A: （）内の指示にしたがって の引かれた文を書きかえ、会話が

成り立つようにしなさい。

Koji: You speak Japanese very well.  You studied it in Canada.

（疑問文にしなさい。）

Mike: Yes.  I studied it everyday.

20.7% 

48.9% 
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外国語によるコミュ

ニケーションにおけ

る見方・考え方を

働かせ、

外国語による聞くこ

と、読むこと、話す

こと、書くことの

言語活動を通して、

コミュニケーション

を図る基礎となる

資質・能力を次の通

り育成することを目

指す。

外国語によるコミュ

ニケーションにおけ

る見方・考え方を働

かせ、

外国語による聞くこ

と、読むこと、話す

こと、書くことの

言語活動を通して、

簡単な情報や考えな

どを理解したり表現

したり伝え合ったり

するコミュニケーシ

ョンを図る

資質・能力を次の通

り育成することを目

指す。

外国語による

コミュニケーショ

ンにおける見方・

考え方を働かせ、

外国語による聞くこ

と、話すことの

言語活動を通して、

コミュニケーショ

ンを図る素地とな

る資質・能力を次

の通り育成するこ

とを目指す。

外国語活動 小外国語科 中外国語科

外国語によるコミュ

ニケーションにおけ

る見方・考え方を働

かせ、

外国語による聞くこ

と、読むこと、話す

こと、書くことの

言語活動及びこれら

を結び付けた統合的

な言語活動を通して、

情報や考えなどを的

確に理解したり適切

に表現したり伝え合

ったりするコミュニ

ケーションを図る

資質・能力を次のと

おり育成することを

目指す。

高外国語科
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「現行中学校学習指導要領 外国語 解説」

「言語材料についての知識や理解を深める言語活動から、

考えや気持ちなどを伝え合う言語活動まで～。」

「言語活動」に関して

「小学校外国語活動・外国語科 研修ガイドブック」

「言語活動は、言語材料について理解したり練習

したりするための指導と区別されている。実際に

英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合う

という言語活動の中では～。」
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「言語活動」に関して
「小学校学習指導要領 外国語活動・外国語」の記載（抜粋）

・コミュニケーションを行う目的、場面、状況などを明確に設

定

・簡単な語句や基本的な表現を用いて

・具体的な課題等を設定し、児童が外国語によるコミュニケー

ションにおける見方・考え方を働かせながら、コミュニケー

ションの目的や場面、状況などを意識して

・児童の興味・関心に合ったものとし、国語科や音楽科、図画

工作科など、他教科等で児童が学習したことを活用したり、

学校行事で扱う内容と関連付けたり
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「言語活動」に関するキーポイント

コミュニケーションを行う
目的、場面、状況の設定

簡単な語句や基本的な
表現を用いて

コミュニケーションの
目的や場面、状況など
を、児童が意識して

他教科等で児童が学習した
こと、学校行事で扱う内容

既習語句や表現の活用

外国語によるコミュニケーションに
おける見方・考え方を働かせながら

児童の興味・関心に
合った

8



「言語活動」に関して
「小学校学習指導要領解説 外国語活動・外国語」の記載（抜粋）

・簡単な語句や基本的な表現を用いて、友達との関わりを大切にした

体験的な言語活動

・相手意識と中身のある活動

・児童が進んでコミュニケーションを図りたいと思うような、興味・

関心のある題材や活動を扱う

・決められた表現を使った単なる反復練習のようなやり取りではなく、

伝え合う目的や必然性のある場面でのコミュニケーションを大切に

したい

・相手の思いを想像し、伝える内容や言葉、伝え方を考えながら、相

手と意味のあるやり取りを行う活動を様々な場面設定の中で行う

「伝え合う」ことへの意欲が高まるような場面設定や題材の選択

・児童が興味・関心をもつ題材を扱い、聞いたり話したりする必然性

のある体験的な活動を設定することが大切
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「言語活動」に関して
「小学校学習指導要領解説 外国語活動・外国語」の記載（抜粋）

・活動形態についても、ペアやグループ、学級全体に向けた発

表

・指導者から児童、児童から指導者、また児童同士など、多様

な形態で活動

・児童にとって身近で具体的な場面設定の中で行い、「誰に」、

「何のために」という、「相手意識」や「目的意識」をもっ

て、質問したり答えたりする必然性のある活動

・児童が、自己理解・他者理解を深め、コミュニケーションの

楽しさを実感できるように

・児童が本当に伝えたい内容を話したり、友達の話す内容を聞

いたりすることができる場面を設定

10



「言語活動」に関して
「小学校学習指導要領解説 外国語活動・外国語」の記載（抜粋）

・児童が言語活動の目的や、使用場面を意識して行うことがで

きるよう、具体的な課題等を設定し、その目的を達成するた

めに、必要な語句や文などを取捨選択

・児童に気付かせたり考えさせたりする
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聞いたり話し
たりする必然性

指導者から児童、児童から
指導者、また児童同士

ペアやグループ、学級
全体に向けた発表

身近で具体的な場面設定

相手の思いを想像し、伝える内容
や言葉、伝え方を考えながら

「言語活動」に関して

子供が興味・関心

のある題材や活動 伝え合う目的や必然性のある

場面でのコミュニケーション

「伝え合う」ことへの意欲が高まる
ような場面設定や題材の選択

相手意識、中身のある

意味のあるやり取り

質問したり答えた
りする必然性

「誰に」、「何のために」という、
「相手意識」や「目的意識」

本当に伝えたい内容
自己理解・他者理解を深め、
コミュニケーションの楽しさを実感

決められた表現を使った単なる

反復練習のようなやり取りではなく
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小中高連携の必要性
言語材料に見る小中高の接続

中学校学習指導要領 外国語

エ 文、文構造及び文法事項

小学校学習指導要領第2章10節外国語第2の2の(1)の

エ及び次に示す事項について、意味のある文脈でのコミュ

ニケーションの中で繰り返し触れることを通して活用するこ

と。

ウ 語、連語及び慣用表現

（ア） 1に示す五つの領域別の目標を達成するために必

要となる、小学校で学習した語に1600～1800語程度の

新語を加えた語

中学校学習指導要領外国語に記載



2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

5年活
35H

6年活
50H-70H

中1 中2 中3 高１ 高２ 高３

4年 5年活
50H-70H

6年活
50H-70H

中1 中2 中3 高１ 高２

3年
4年活

15H-35H

5年活
50H-70H

6年科
70H

中1 中2 中3 高１

3年活
15H-35H

4年活
15H-35H

5年科
70H

6年科
70H

中1 中2 中3

3年活
15H-35H

4年活
35H

5年科
70H

6年科
70H

中1 中2

3年活
35H

4年活
35H

5年科
70H

6年科
70H

中1

小中高連携の必要性
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○小中連携に取り組んでいる中学校は80.6%で、平成29年度より0.6

ポイント下がっている。

小・中学校の連携に関する状況

英語教育実施状況調査（H.30年度調査結果）

小中連携したカリ
キュラムの作成

授業参観後の研
究協議、中学校
教員に
よる小学校での
授業などの交流

80.6％

70.0％

90.2％

小中連携に取り組ん

でいる中学校の割合

授業参観、年間指導

計画の交換などの

情報交換

16.4％

文部科学省ＨＰに掲載
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奈良県小学校教科等指導資料について

奈良県教育委員会事務局学校教育課ホームページ
に掲載
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奈良県小学校教科等指導資料について



奈良県小学校教科等指導資料について
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•平成25年度 学習指導要領実施状況調査（国立教育政策研
究所）

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/cs_chosa.html

•小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック（文部科学省）

http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1387503.htm

•小学校教科等指導資料 外国語・外国語活動

http://www.pref.nara.jp/52186.htm

〈参考〉
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